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＜連絡事項＞
・第6回法人研修はレポートになります。
＜患者様連絡事項＞
・畑山　昭夫様～臨時薬のアンブロキソールは9日分まで処方となり以後定期薬となる。
・高橋　康満様～ここ数日小刻み歩行やふらつきがある事を主治医へ報告。ハルロピテープ（8）1日1枚が8日分処方となる。
・船場　幸子様～疼痛時の継続指示にカロナール（200）2Tが追加となる。ロキソプロフェンが服用出来ない時に使用。（1日3回まで　6時間あけ）
・播摩　克子様～4/10（水）15:30～長女様とモニター面会予定。

＜要注目患者様＞　
・中川原　義雄様～認知機能低下に伴う症状や身体不調の訴え無く経過。他者トラブルなく静穏に過ごされている。
・畑中　成夫様～性的逸脱行為や病的体験に左右された言動なく静穏に過ごされている。
・冨田　幸生様～療養環境変更のため10:00東病棟から北病棟に転入となる。転入後は病的体験に左右された言動や問題行動なく静穏に過ごされている。
＜小柳Dr.診察記録＞
・大久保　すい様～処方・指示の変更なし。診察中には「ご飯さ毒はいってらった。」「お花見さ行きたい。」と話している。
・山谷　由香様～臨時薬のインヴェガが本日より3→6mgに増量、10日からは6→9mgに増量予定。
・会津　慮子様～指示・処方の変更なし。
・春山　知範様～指示・処方の変更なし。
・石切　久様～臨時薬処方変更なし。継続指示にこむら返りがおきたときの指示が追加となる。（発作時　芍薬甘草湯　1P）
・佐野　貢様～指示・処方の変更なし。
＜金Dr.診察記録＞
・井上　和美様～臨時薬のトリヘキシフェニジルをヒベルナ糖衣錠（25）に変更し処方となっている。本人様には診察時お伝え済み。主治医よりヒベルナ糖衣錠の拒否があればスキップ可の指示あり。
・飯豊　信雄様～指示・処方の変更なし。
＜柞木田Dr.診察＞
・上村　みわ様～臨時薬八味地黄丸は処方分で飲み切り中止の指示あり。（本人が服用を拒否した場合は除剤可）診察時には骨盤底筋体操を続けるよう伝えられている。
・太田　伸恵様～診察時下腹部や下肢が痺れたり、ジンジンする感じがすると訴えあり。主治医より更年期障害の説明をされている。症状に対しツムラ26桂枝加竜骨牡蛎湯エキス顆粒（2.5）2P　朝夕が処方となる。

また、便秘や嘔気は落ち着いたとの事で酸化マグネシウムやモサプリドは中止の指示あり。（現在処方されている分は除剤対応）
・和田　シュン様～臨時薬のブロナンセリンは16mgまで増量予定。漸増していくとの事。その他変更なし。
・中村　和夫様～処方の変更なし。診察中、主治医より退院先について姉様宅でよいか確認されると「はい。」と了承している。また、車の運転についても姉様宅退院後2ヶ月くらいはしないよう伝えられ了承している。外泊訓練の日程調整をしていくよう指示あり。
・船場　幸子様～臨時薬のレボトミンが在庫の関係上、コントミンの変更、その他ラツーダが（40）→（60）に増量となる。日中眠気が強く日課に支障が出る場合には報告するよう指示あり。
・播摩　克子様～指示・処方の変更なし。診察中やや表情の硬さあったため、精神症状の変化に注意して観察していくよう主治医より指示あり。
・中村　徳子様～指示・処方の変更なし。
・出河　攻様～内服薬処方の変更なし。
・中川原　義雄様～臨時薬のクエチアピン（12.5）1T　寝る前は中止しオランザピン（5）1T寝る前に変更するとの事。その他処方や指示の変更なし。
